














1)はじめに 

沖縄県の療育機関は那覇市(沖縄整肢療護園、那覇市立心身障害児療育センター)、沖縄市

(沖縄小児発達センター)、母子通園センターとして浦添市、宜野湾市、沖縄市、読谷村、

石垣市に設置されている。 

都市部に療育専門機関があるため、遠隔地の人人にとって利用困難な状況にあり、それら

を解消すべく、県の児童相談所を中心として北部地区において、昭和 55 年から、南部地区

においては昭和 56 年から、宮古・八重山地区においては昭和 57 年から心身障害児の早期

発見、早期療育事業を開始した。今回は療育専門機関や母子通園センターの設置されてい

る都市部と、定期巡回療育事業を実施している遠隔地と、巡回療育が行なわれていない離

島における心身障害児の実態と、医療、療育、福祉の連携について調査したので報告する。 


